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研究成果の概要（和文）：本研究の主な成果は ①共通語としての英語によるディスカッションに参加・貢献を
するための課題の理解、 ②ディスカッション参加者の視点からの学びの分析、③「共通語としての英語」を実
践的に使えるようになるための学習プロセスの仮説モデルの提示の３点である。
国際会議等の非参与観察と質的インタビューによって、日本人参加者が共通語としての英語によって行われる会
議に効果的に参加、貢献する際の課題と対応するための学びのプロセスを分析し、経験学習理論（Kolb、1984）
を応用してモデル化した。これらの成果をもとに、日本の高等教育で英語のディスカッションスキルを教えるた
めの教育的示唆を考察した。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the participation in meetings conducted using 
English as a Lingua Franca (ELF). The contribution of the study is summarised into three points: 1) 
Understanding the challenges faced by Japanese people participating in such meetings, 2) Analysing 
the process of how Japanese participants develop their English skills to actively speak and listen 
in such meetings, and 3) Modelling the learning process of the pragmatic English skills of these 
participants based on the experiential learning theory (Kolb, 1984). 
Using the data from nonparticipant observation of ELF meetings and qualitative interviews of 
Japanese ELF users, this study analysed their challenges and the learning process of participating 
in ELF meetings. Based on these findings, the author proposed educational imprecations to Japanese 
higher education, on how to teach students to actively participate in meetings using ELF. 
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１．研究開始当初の背景 
グローバル化が進む中、多様な人々がコミュ
ニケーションをするために、英語が世界で広
く使われるようになっている。このような
「第一言語や母語が異なる人がコミュニケ
ーションを図るための伝達手段として使わ
れる多様な英語」（Seidlhofer, 2011) を、「共
通語としての英語」、または English as a 
Lingua Franca (以下 ELF と略称) とよび、
その特徴を探求する研究が進んでいる
(Jenkins, Cogo & Dewey, 2011)。ELF 研究
の中でもグローバル化が顕著なビジネスに
おける「ビジネス共通語としての英語」（以
下 BELF と略称）では、仕事を遂行すること
を主目的として実用的な英語の使い方が広
くおこなわれている (Louhiala-Salminen, 
Charles, & Kankaanranta, 2005)。日本のビ
ジネスパーソンの間でも、多様な言語背景を
もつ人とのコミュニケーションツールとし
ての BELF の使用は広がり、日本人は様々な
課題に直面している(Takino, 2016)。 
一方、多様な国籍の ELF ユーザが意見を交
わし意思決定をする国際的な会議において
は、ノンネイティブ ELF ユーザが、往々に
してネイティブ英語ユーザに比べ効果的な
参加が難しいと報告されている (Knapp, 
2002; Rogerson-Revell, 2008)。日本人の
ELF ユーザも、仕事上の英語の会議に参加す
る際に多くの課題に直面している（Takino, 
2016; JECET EBP 調査研究特別委員会, 
2015)。 
しかし、ノンネイティブ ELF ユーザが、国
際会議に参加する際の課題にどう対処して
いるか、そのために必要な英語力をどのよう
に学んでいるかという点については研究が
進んでいない。このような状況にかんがみ、
会議やミーティングに効果的に参加する英
語力やディスカッションスキルを、日本の
ELF ユーザがどのように学ぶかを調査し、さ
らには日本の高等教育でディスカッション
やミーティングのスキルをどのように教え
ると効果的かという教育的示唆を考察する
ことの必要性に注目するに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究は、国際会議で日本人の多くが直面す
る課題を理解し、より効果的に参加するため
の英語力を学んでいく過程を分析して、その
成果をもとに、日本の高等教育の英語教育へ
の示唆を探ることを目的とする。 
国際会議とは、グローバル社会の政治やビジ
ネスなどの分野で重要な意思決定の場とな
る、多国籍の人が話し合いながら様々な意志
決定を行う場を指す。本研究では、まずこれ
らの会議に効果的に参加し、貢献するために、
日本人の多くがどのような課題に直面する
かを理解しようとした。このために、国際会
議の現場を非参与観察し、参加者にインタビ
ューを行った。 
会議に効果的に参加する英語力を学ぶ過程

については、頻繁に英語の会議に参加する日
本のビジネスパーソンに、自らの英語を使っ
てきた経験を振り返り、どのような課題を意
識し、どのように学んできたかを聴き取るこ
とで、ELF ユーザの視点から、学びのプロセ
スの理解をめざした。 
さらに、これらの学びの過程の理解・分析を
もとに、日本の高等教育においてどのように
ディスカッションスキルやミーティングに
参加する英語力を教えると効果的か、教育的
示唆を考察した。 
 
３．研究の方法 
本研究は、ELF による英語のディスカッショ
ンの現場の非参与観察と、英語のディスカッ
ションや会議の経験を積んだビジネスパー
ソンへの質的インタビューの、２つの異なる
視点から収集したデータを複合的に分析す
ることで行った。 
28 年度の 6 か月間には、主に国際会議の現場
の非参与観察とこれらの会議の参加者への
質的インタビューを行った。ELF の会議の現
場としては、機密保持等の制約が少ない、大
学生を中心とした国際会議を対象とした。英
語で行われる模擬国連や国際会議をまず日
本で数件非参与観察したのち、シンガポール
で行われた模擬国連や国際会議を観察し、非
参与観察は計約 60 時間となった。日本で観
察した会議はすべて日本人参加者が過半数
を占める一方、シンガポールで観察した会議
では日本人は非常に少なかった。また、参加
人数が比較的多く発言方法がフォーマルな
模擬国連と、少人数で自由に発言できる国際
会議と、性格の異なる会議を観察することで、
会議の形態や参加者の違いによる、日本人参
加者の感じる課題の違いを観察・分析するこ
とができた。日本人参加者 37 人に会議での
自分の英語の使い方への意識を尋ねるイン
タビューを行ったが、その他の国の 22 人に
もインタビューすることで、日本人の感じる
課題の特徴を理解することができた。 
 
29 年度は、上記の国際会議の非参与観察を継
続すると同時に、仕事上、英語による会議に
頻繁に参加する経験を積んできた多様な年
齢、職業の日本人ビジネスパーソンに質的イ
ンタビューを行った。彼らに仕事上の会議や
ミーティングに参加してきた経験を振り返
ってもらい、彼らが感じた課題、その対応方
法、さらに、どうやってより効果的に会議に
参加できるようになったかその学びの過程
について、半構造化されたインタビューを行
った。参加者は、20 代から 50 代まで幅広い
年齢を対象とし、多様な業界、職業、専門療
育のビジネスパーソンを選んだ。参加者は、
男性が 18 人、女性 8人であった。 
 
ELF の国際会議の現場の非参与観察と参加
者のインタビューのデータ分析の結果は、国
際会議で経過を発表し、その後論文が掲載さ



れた。 
ビジネスパーソンの質的インタビューの分
析結果と、学びのプロセスの分析は 29 年度
に国際会議でテーマをわけて数回発表され
た。 
 
４．研究成果 
本研究の主な成果は①共通語としての英語
によるディスカッションに参加・貢献をする
ための課題の理解、②ディスカッション参加
者が課題に対処できるように英語のコミュ
ニケーションを学ぶ軌跡の分析、③その学び
のプロセスを経験学習理論を応用してモデ
ル化して仮説として提示したことの３点で
ある。これらの成果にもとづき、日本の高等
教育で英語のディスカッションスキルをど
う教えることが効果的か、教育的示唆を提言
した。 
 
①の課題の理解は、模擬国連など学生による
国際会議等を非参与観察し、日本人を中心に
多国籍の参加者にインタビューした結果を
中心に分析した。ELF で行われる国際会議に
参加するには、リスニング力、素早く英語で
考えを表現する力、専門分野の語彙などが課
題であると指摘する参加者が多かった。さら
にこれらの英語力に加え、自らの英語力を最
大限に使う実用的コミュニケーション力、心
理的な要因に向き合って英語を使っていく
意志と、実践的な英語観が必要であることが
明らかになった。観察した国際会議における
参加者の国籍、言語・文化的背景は多彩で、
使われる英語も多様であり、参加者たちの英
語力の差も大きい。この中で、日本の参加学
生は英語での会議に慣れていない者が多数
で、その多くが自分の英語力に対して不十分
であると感じており、心理的な阻害要因をあ
る程度感じながら、会議に参加していた者が
多かった。 
しかし、その多くが国際会議等の経験を積む
なかで、不十分と感じながらも、自分のもつ
英語力を駆使することで、英語のコミュニケ
ーションを成立させられることを学んでい
た。会議等に初めて参加した時には英語で発
言することに困難に感じた参加者も多かっ
た。しかし、英語で発言するように自らに課
し、学校英語で培った正確さを重視する意識
から、自分の考えを伝えることに焦点を移し
て英語を話すことで、ある程度発言できるよ
うになっていったと、英語を話す際の心理的
要因や意識の変化の重要性を多くの参加者
が語った。 
 
②の学びのプロセスの分析は、①の非参与観
察に加え、日本人ビジネスパーソンへの質的
インタビューで語られた、ミーティングや会

議等での課題と、その課題に対応するための
学びを分析したものである。インタビューし
たビジネスパーソンの多くも、仕事の会議や
ミーティングに参加しはじめた時には、会議
中に英語が聴き取れない、発言のチャンスが
つかめない、思い通りに意見が言えない、な
どの課題に直面してきた。彼らの多くは、英
語の会議に参加する中で自分の経験を振り
返り、自分の英語の使い方を分析し、より効
果的に会議に参加する方法を工夫しながら、
会議に参加できるようになっていった。その
過程では、まわりの参加者の効果的な会議の
参加の方法を観察して真似たり、不足してい
ると感じる英語力、たとえば語彙や聴き取り
等を、自ら学習したりすることが効果的であ
ったと考えている参加者が多かった。 
このように、参加者の多くは会議に出席する
経験を積みながら、自分なりにある程度英語
で仕事ができるようになったと感じるまで、
試行錯誤しながら英語を学んできたのであ
った。 
 
③の学びのプロセスのモデル化は、②と③の
分析で、国際会議に参加できるようになる過
程で、英語を使った会議に参加する経験を積
むことが、重要な役割を果たすことが明らか
になったことに注目した。このモデル化にあ
たっては、職業上の学びの研究で広く応用さ
れる、経験学習理論（Kolb, 1984;中原、2012）
を援用した。経験学習理論とは、「具体的経
験」、「経験の振り返り」、「経験から学んだこ
との概念化」、「概念化された新しい方法の実
践」のサイクルを繰り返すことで、経験から
学んでいく過程を理論化したものである。さ
らに他者からの学びと、英語の自発的な勉強
が重要と語った参加者が多かったことを鑑
み、「経験学習」と「他者からの学び」、「自
発的学習」を統合した学びのモデルを、ELF
ユーザの学びのプロセスの仮説として提示
した。 
 
これらの 3 点の成果をもとに、日本の高等教
育において英語のディスカッションスキル
を効果的に教えるための教育的示唆をまと
めた。まず、英語のディスカッション力を学
ぶには、英語の知識に加え、実際に英語でデ
ィスカッションをする経験を積むことが重
要であり、授業内で学生がディスカッション
をする機会を提供することが必要である。デ
ィスカッションでは、コンテンツをわかりや
すく伝える実践的な英語の使い方を指導し、
正確さに過度にこだわって発言を困難に感
じることがないように教えることが効果的
であると思われる。 
さらに、学生の「他者からの学び」のロール
モデルとなるような、英語を使ってきた経験



が豊富なノンネイティブ英語ユーザが教員
や留学生として学生のまわりにいることが、
彼らの学びをさらに促すと考えられる。 
また、学生がディスカッションの経験を積む
中で、自分の英語の使い方を自覚的に振り返
る機会を設け、より効果的な英語の使い方を
考え概念化したり、自分に不足していると感
じる英語力を自ら学ぶように動機づけるこ
とも、効果的であると考えられる。 
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